
レヴィンソン要約

Stanley Levison’s Financial Role in the Civil Rights and Communist 
Movements in the 1940s to 1960s: A Rank-and-File Perspectiv
｢スタンリー・レビソンの1940年代から1960年代における公民権運動と共
産主義運動における経済的役割：基層の視点｣をGoogle AI Studioが生成し
た文章｡

初期の年：1910年代～1940年代

この文章は､ 弁護士であり､ 後にFBIの密告者となる人物であるウィリア
ム・レビソンの初期の人生について説明しています｡

レビソンはニューヨークで生まれ､ ユダヤ人家庭で育ちました｡ 彼は法学を
学び､ 1938年に弁護士として登録しました｡ 彼は､ 共産主義的な政治活動家
であるジェイ・ケネディとビジネスパートナーシップを結び､ 不動産事業や
軍需品製造事業に投資しました｡

レビソンは､ 第二次世界大戦中は沿岸警備隊に勤務し､ その後､ ケネディの
ビジネスパートナーとして働き続けました｡ 彼は､ 進歩的な政治活動にも関
与し､ フランクリン・D・ルーズベルトやヘンリー・A・ウォレスの選挙活
動に資金を提供しました｡

文章は､ レビソンの初期の人生における商業的な活動と､ 共産主義的な政治
活動とのバランスを強調しています｡

党の資金：1940年代～1950年代

この文章は､ 1940年代から1950年代にかけて共産党USA CPUSA の資金
管理について説明しています｡

主なポイント:

ウィリアム・ワイナーは､ 長年CPUSAの財務を管理し､ 商業活動と党の資
金管理を結びつけることに重点を置いていました｡
レヴィソン兄弟は､ 党の資金管理に深く関与し､ フォードディーラーシップ
などの事業を通じて資金を調達しました｡
党の資金源は､ 寄付､ 不動産､ 事業､ その他の有形資産でした｡
政府の攻撃が強まると､ 党は資金を保護するために､ 投資を売却できる状態



に置いたり､ 資金を個人に分散させたりしました｡
1950年代は､ 党にとって困難な時代であり､ 多くの指導者が有罪判決を受
け､ 党員は離れていきました｡
レヴィソンは､ ワイナーの死後､ 一時的に党の財務を管理しましたが､ その
後､ フィル・バートとイサドール・ウルフシーが財務を全面的に担当しまし
た｡
重要な人物:

ウィリアム・ワイナー: CPUSAの長期的な財務責任者｡
スタンリー・レヴィソン: 共産党の資金管理に深く関与した｡
フィル・バート: 1954年末に党の財務を全面的に担当した｡
イサドール・ウルフシー: 1956年に党の財務を全面的に担当した｡
全体的な見解:

この文章は､ 共産党USAの資金管理が､ 商業活動と密接に関係していたこと
を示しています｡ 党は､ 政府の攻撃に対処するために､ 資金を保護するため
にさまざまな戦略を採用しました｡

トップダウンによる資金調達：1954年

この文章は､ アメリカ共産党 CPUSA の資金調達方法の変化と､ その変化
が党の組織と影響力に与えた影響について説明しています｡

1954年､ CPUSAは､ 大物寄付者への依存にシフトし､ これは長期的に党に
とって悪影響を及ぼしました｡ ソ連FBIからの補助金に依存するようにな
り､ これは党員数を減らし､ 指導層の怠惰を招きました｡

ソ連FBIの補助金は､ 党を弱体化させ､ 党員が権力を発揮する手段である党
費の重要性を軽視しました｡ 党員による資金提供は､ 党員が選挙で選出した
役員に対して責任を負わせる民主集中主義を支えるものであり､ 党員が党の
運営に積極的に参加する機会を提供します｡

しかし､ ソ連FBIの補助金は､ 党員が資金調達に積極的に参加する必要性を
なくし､ 党員が党の運営に影響力を及ぼす機会を減らしました｡

文章は､ 党員による資金調達と民主集中主義の重要性を強調し､ ソ連FBIの
補助金が党の組織と影響力に与えた悪影響を指摘しています｡

黒人の問題



この文章は､ アメリカ共産党の資金調達方法の変化について説明しています｡

初期の段階 1920年代

資金調達は､ 裕福な寄付者からのトップダウンによるものでした｡
この方法は､ 党の指導者であるジェイ・ロヴェストーンのような一部の人々
に権力を集中させ､ 党員とのつながりを弱めました｡
改革 1930年代

党員による資金提供が導入されました｡
この方法は､ 党員とのつながりを強化し､ 党の組織化を促進しました｡
コミンテルンは､ 党員による資金提供を推奨し､ アメリカ共産党の拡大に貢
献しました｡
党員による資金提供は､ 党員が停滞の問題に対処するのに役立ちました｡
成功と影響 1940年代

1948年の党の防衛基金ドライブは､ 党員による資金提供の成功を証明しまし
た｡
国際労働者秩序 IWO のような大衆組織は､ 党の資金調達に重要な役割を果
たしました｡
結論

党員による資金提供は､ アメリカ共産党の組織化と成功に大きく貢献しまし
た｡ この方法は､ 党員とのつながりを強化し､ 党の経済基盤を安定させまし
た｡

レビソンの心理学

この文章は､ 共産主義者であり公民権運動に深く関わったスタンリー・レビ
ソンの複雑な思想を探求しています｡

レビソンは､ 共産主義を単なる経済的機会主義ではなく､ イデオロギー的な
信念に基づいたものとして捉えていました｡ 彼は､ 資本主義を憎み､ ソ連の
ような社会主義国家を支持していました｡

しかし､ レビソンの共産主義は､ ガーリグズが指摘したように､ さまざまな
動機によって複雑化していました｡ 彼は､ 共産党が提供する仕事やネットワ
ークの機会を求めていた人もいました｡

レビソンの共産主義は､ 彼の公民権運動への取り組みにも反映されていま



す｡ 彼は､ 労働運動を公民権運動に結びつけ､ キングがモンゴメリーでの成
功を強調するのではなく､ 街に繰り出した5万人のアラバマ人への焦点を当
てたキングの最初の著書の草稿を批判しました｡

レビソンの共産主義は､ ソ連・ナチス協定に対する反応にも現れています｡
カミンは､ この協定がレビソンをスターリンに反発させたのではないかと推
測していますが､ その根拠となる資料はありません｡ 代わりに､ レビソン
は､ 協定が共産主義者にとって賢明な動きであり､ 帝国主義の対立を促進し
たと考える共産主義者の見解を共有していた可能性があります｡

レビソンの共産主義は､ 彼の反資本主義的な信念､ 労働運動への関与､ そし
てソ連・ナチス協定に対する反応など､ さまざまな側面から複雑に表現され
ています｡

共産主義者としてのレヴィソン：商業的弱さと影響力の欠如

この文章は､ 共産主義者であり､ 公民権運動の資金調達に貢献したスタンリ
ー・レヴィソンの複雑な役割を探っています｡

レヴィソンは､ 共産主義のイデオロギーを支持していましたが､ 商業的な成
功と裕福な生活を送ることで､ そのイデオロギーと矛盾する側面を持ってい
ました｡ 彼は共産党に所属していなかったにもかかわらず､ 公民権運動､ 特
に南部キリスト教指導者会議 SCLC に資金を提供し､ その活動に貢献しま
した｡

著者は､ レヴィソンの資金調達活動がSCLCの活動に貢献した一方で､ 共産
党の衰退と､ 党が公民権運動のより広範なイデオロギーから疎遠になったこ
とに貢献した可能性があると指摘しています｡

レヴィソンの商業的な成功と共産主義のイデオロギーとの間の矛盾､ 共産党
の資金調達政策の変化､ そしてレヴィソンの活動が公民権運動に与えた影響
について､ 文章は詳細に考察しています｡

文章は､ レヴィソンの複雑な役割を明らかにすることで､ 共産主義者と公民
権運動の関係､ そしてレヴィソンの遺産について新たな洞察を提供していま
す｡


